
東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 3 3 4

4 3 3 2

認定農業者協議会事務

協議会員同士の情報交換や研修会の開催を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

松山地区の認定農業者と連携し、研修会を実施 実績報告

理事会の実施

補助金交付申請

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

２ 農産物の計画的な生産と生産性の向上促進

事業区分

事業の目的
認定農業者の効率的、安定的な農業経営を図り、地域農業の振
興と発展に寄与するため。

根拠法令等 東温市農林漁業団体補助金交付要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1003 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

指標設定になじまない

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 50 29 50

0.199 1,242 0.199 1,243 0.199 1,235

計(Ａ) 50 29 50

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

協議会員数の減少や高齢化により、積極的な活動が難しくなってきています。

効率性 松山市の協議会と連携しながら、効率的な事務局運営に努めています。

改　革
計　画

新規認定農業者への加入案内を実施します。

今後の方向性 現状維持

市内認定農業者の情報交換会や、研修会、勉強会を行いました。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

地域農業の振興を図るため、会員数の維持・確保や活動内容の充実が図られるよう支援してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,292 1,272 1,285

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

認定農業者同士の情報交換と、経営発展のための研修の場として必要です。

有効性 認定農業者同士の情報交換と、経営発展のための研修の場として必要です。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 4

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

有害鳥獣による農作物等への被害は、収穫量の低下、耕作意欲の減退、耕作放棄地の増加を招くことから、対策を行う必要があります。

有効性 有害鳥獣捕獲による個体数減少と、侵入防止施設の設置による被害抑制を合わせて行うことによる効果的な被害減少が図られています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 20,752 20,759 22,096

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

有害鳥獣捕獲従事者の高齢化が進んでいるため、新規従事者の確保を進めていく必要があります。

効率性 国・県が実施する各種事業を活用し、一般財源の負担軽減を図っています。

改　革
計　画

有害鳥獣捕獲に必要な狩猟免許について、普及・啓発を行うほか、新規狩猟免許取得者に対する支援等も検討していきます。

今後の方向性 拡大・充実

有害鳥獣による被害面積は減少しており、被害拡大が抑えられています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

鳥獣被害による農家の耕作意欲の減退や耕作放棄地の増加を招かないよう、引き続き事業推進に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 12,208 12,368 13,525

0.233 1,454 0.233 1,455 0.233 1,446

計(Ａ) 19,298 19,304 20,650

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 7,090 6,936 7,125

地方債 0 0 0

最終目標

有害鳥獣被害面積 有害鳥獣による農地への被害面積 ha
3 1 1 1

7 5

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

１ 農業振興施策の総合的推進

事業区分

事業の目的
有害鳥獣による農地及び農作物への被害を最小限に抑えるた
め。

根拠法令等 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1024 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

有害鳥獣捕獲事業

有害鳥獣捕獲による個体数減少、侵入防止柵の設置等を推進し
ます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

有害鳥獣の捕獲事業 実績報告

農地等侵入防止施設の整備事業

補助金交付申請

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 4

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 2

農業用廃プラスチック適正処理事業補助金

市内の農業協同組合が実施する農業用廃プラスチックの処理に
かかる経費の一部を補助します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

農業用廃プラスチック適正処理推進協議会への参加

補助金交付申請

実績報告

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

事業区分

事業の目的
市の施設園芸及び水田営農の振興を図り、農村景観及び農村環
境を保全するため。

根拠法令等
東温市農業用廃プラスチック適正処理事業費補助金交付要
綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1032 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

指標設定になじまない

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 512 559 515

0.023 144 0.023 144 0.023 143

計(Ａ) 512 559 515

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

廃プラスチックの回収において、梱包と分別が正しくされていない場合、費用が増加してしまうため、農業者への周知が必要です。

効率性 関係機関から構成される農業用廃プラスチック適正処理推進協議会により、適正に運用されています。

改　革
計　画

協議会を通じて、関係機関から農業者へ回収の分別について周知徹底していきます。

今後の方向性 現状維持

農業者より排出された廃プラスチックは全て適正に運搬、処理されています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

農村環境保全のため、農業用廃プラスチックの処理が適正に行われるよう、協議会活動への参画・支援に努めて下さい。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 656 703 658

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

施設園芸等で廃プラスチックの排出は不可避であり、その適正な処理を継続していくためには、市の補助が必要不可欠です。

有効性 事業実施主体である農業協同組合へ補助金を交付することで、廃プラスチックの適正な処理が行われています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 2

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

青年農業者相互の交流や地域との交流、技術力向上のために必要です。

有効性 東温市青年農業者協議会として愛媛県から表彰されるなど事業の有効性が表れています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 4,104 3,258 4,995

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.215 427 0.215 426 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

協議会員の減少や高齢化により、積極的な活動が難しくなってきています。

効率性 協議会を運営するうえで必要最低限の費用です。

改　革
計　画

新規会員の獲得に向けて新規就農者への勧誘活動等を行います。

今後の方向性 現状維持

東温市の一大イベントであるどてかぼちゃカーニバルの開催などにより成果が出ています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

地域農業の振興を図るため、会員数の維持・確保や協議会活動の充実に向けた支援に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,180 333 1,180

0.400 2,496 0.400 2,498 0.615 3,815

計(Ａ) 1,180 333 1,180

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

イベント来場者数（応募者数） 人
2,000 2,000 2,000 2,500

2,022 32

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@toon.ehime.jp

３ 担い手の育成・確保

事業区分

事業の目的
市の次代の農業を担う青年農業者として、会員相互の連携を図る
ことで、地域農業の発展に寄与するため。

根拠法令等 東温市農林漁業団体補助金交付要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1036 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

東温市青年農業者協議会事業

会員相互の連携や農業経営並びに技術の向上に資する活動を
支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

どてかぼちゃカーニバルの開催 実績報告

定例会

補助金交付申請

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 2

林業振興関連各種団体補助事業

林業の発展及び育成を図るための補助金を交付します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

事業実施計画承認

補助金交付申請

実績報告

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@toon.ehime.jp

事業区分

事業の目的 林業の振興のための事業を行う林業団体の活動を支援するため。 根拠法令等 東温市農林漁業団体補助金交付要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1056 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

指標設定になじまない

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 680 680 680

0.136 849 0.136 849 0.136 844

計(Ａ) 680 680 680

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

林業に従事する人が高齢化等の影響により減少傾向にあります。

効率性 東温市の林業振興のため適正な運用ができている考えます。

改　革
計　画

今後も補助金の交付を継続し、東温市の林業が発展していくよう支援していきます。

今後の方向性 現状維持

松山流域森林組合は東温市の林業担い手となっています。東温市林業研究会は視察等で習得した技術を実際の施業に活かしています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

林業振興を図るため、林業従事者の確保・育成、関係団体の組織強化・活動の充実に向けた支援を継続してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,529 1,529 1,524

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

東温市の林業発展のため林業関係団体に補助金を交付し支援することは必要です。

有効性 補助対象である林業団体へ補助金を交付することで林業技術向上や施業の安定化が図られます。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

平成 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 2

経営所得安定対策推進事業

東温市地域農業再生協議会に対し、事業に要する経費に対して
補助します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

補助金交付申請

実績報告

地域協議会への補助金の交付

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

２ 農産物の計画的な生産と生産性の向上促進

事業区分

事業の目的
販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その
差額を交付することにより農業経営の安定と国内生産力の確保を
図るとともに、戦略作物への作付転換を促すため。

根拠法令等 東温市経営所得安定対策等推進事業費補助金交付要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1093 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

国交付申請者数 人
200 200 200 200

219 219

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 3,617 3,811 3,493

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

1.000 6,241 1.000 6,246 1.000 6,204

計(Ａ) 3,617 3,811 3,493

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

主食用米の過剰作付けを防ぐため、高収益作物への転換を促すとともに、農業者の経営が安定するよう支援を行う必要があります。

効率性 協議会が事業を推進するための必要最低限の費用です。

改　革
計　画

協議会で内容を検討しながら、継続して事業を実施します。

今後の方向性 現状維持

交付金により農業収入が確保され、農業経営安定化に成果が出ています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

農業経営の安定を図るため、生産者に対し高収益作物への転換を促す等の取組を推進してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 11,845 12,040 11,676

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.000 1,987 1.000 1,983 1.000 1,979
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

生産者の農業所得及び食料自給率の向上が期待できます。

有効性 経営所得安定対策等による交付金によって農業経営の安定に寄与しています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 3 3 4

4 4 3 2

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

農村の高齢化、担い手不足が進んでおり、地域の農業・農村を維持・発展させるため必要である。

有効性 近年では、平成28年11月に中山間集落協定から和田丸集落営農会が組織化され、国県補助事業の支援を行った。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 499 500 496

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

農村の高齢化、担い手不足が進んでおり、地域の農業・農村を維持・発展させるため、集落営農が必要であると思われるが、組織化後のフォロー
が継続して必要となる組織があります。

効率性 現在組織化のための予算は計上していない。

改　革
計　画

地域の話し合いが地域主導で十分に行われ、組織化後も自主的に活動ができるようにすることが必要と思われます。

今後の方向性 現状維持

組織化については機運があってはじめて可能となるが、組織化後のフォローとして集落の支援を行っている。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

地域農業の持続・発展のため、集落営農組織の設立や組織活動の継続等への支援に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

0.080 499 0.080 500 0.080 496

計(Ａ) 0 0 0

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

指標設定になじまない

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

事業区分

事業の目的
複数の個人が集まって、機械の共同利用、作業の共同化により、
経営の効率化を図る必要があるため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1106 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

集落営農組織関係事務

説明会や総会の機会を活用し、推進に努めます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

総会等に出席し、状況確認を行う。

国県より実態調査があり、把握を行う。

組織化後の集落の支援を行う。

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 2

4 4 2 3

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

地域の農業の現状と将来について地元農家が話し合う重要な場です。新規就農の相談についても同様。

有効性 地域の農業の現状と将来について地元農家が話し合う重要な場です。新規就農の相談についても同様。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 20,998 30,860 31,478

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.070 139 0.070 139 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

作成してから長年程度経過し、国からプランの実質化を早急に求められています。新規就農者については安定的に認定されているが、人数増加
により就農状況確認に時間を要しています。

効率性
農業委員等に各地域ごとに話合いの場を設定をお願いしていますが、状況によっては市の参加も必要かと認識している。新規就農については
問題ないと思われます。

改　革
計　画

農業委員等を通じ各地区の関係者において話し合いの場を設け、プランの実質化を推進します。新規就農者については、引き続き関係機関で
連携しながら、認定新規就農者を増やしていきます。

今後の方向性 現状維持

新型コロナもあり、話合いの場を持つことが困難となっています。新規就農については毎年認定者がおり、問題ないと思われます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

地域農業の持続・発展のため、早急なプランの実質化と新規就農者の確保・育成に向け、関係機関等と連携した取組を推進してくだ
さい。

二次評価者

その他特定財源 13 13 151

一般財源 4 27 70

1.045 6,522 1.045 6,527 1.115 6,917

計(Ａ) 14,337 24,194 24,561

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 14,320 24,154 24,340

地方債 0 0 0

最終目標

認定新規就農者採択数 名
1 1 1 1

7 5

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

３ 担い手の育成・確保

事業区分

事業の目的
将来の地域農業のありかたを明確にするため及び経営の不安定
な就農初期段階の青年等に対し、就農後の定着を図るため。

根拠法令等
人農地問題解決加速化支援事業実施要綱、農業人材力強
化総合支援事業実施要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1126 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

人・農地プラン支援事業

各地域における話合いを促進します。新規就農の相談を行い、認
定新規就農者への認定を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市まち・ひと・しごと創生総合戦略

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

10年後の地域の農業のあり方について集落での話し合い 補助金交付申請

集落での話し合い結果を集約 実績報告

新規就農の相談を行い、認定新規就農者への認定支援

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

平成 30 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 2

4 4 3 2

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

農業用機械を導入することは認定農業者の農業経営効率化のため必要です。

有効性 農業用機械の導入・更新は農業者にとって大きな負担であるので、負担軽減に大きく役立っています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 6,870 15,703 19,434

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

認定農業者の確保・育成は重要であり、認定農業者経営発展支援事業は県単独事業の実施に併せて行う事業です。
市としても、認定農業者が少ない地域では更なる担い手の確保・育成が急務であるため、事業を推進する必要があります。

効率性 条件が厳しくなったことで、利用できる認定農業者が少なくなってしまった。

改　革
計　画

県と市の協調補助であることから、県に対し補助件数を増やすよう要望します。

今後の方向性 現状維持

要望は多いが、条件が厳しい上、予算の割り当ても少なく、要望通りの支援はできていません。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

地域農業の持続・発展のため、担い手である認定農業者の経営改善に有効な支援を計画的に推進してください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,879 4,984 4,916

0.120 749 0.120 750 0.244 1,514

計(Ａ) 6,121 14,953 17,920

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 4,242 9,969 13,004

地方債 0 0 0

最終目標

指標設定になじまない

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

２ 農産物の計画的な生産と生産性の向上促進

事業区分

事業の目的
認定農業者の経営規模拡大を促し、地域農業の維持・発展を図る
ため。

根拠法令等 東温市認定農業者経営発展支援事業費補助金交付要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1127 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

令和2年度

担い手農業者機械等導入支援事業

農業経営の改善に取り組む認定農業者に対し、必要な農業用機
械等の導入を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

事業実施計画承認申請

補助金交付申請

実績報告

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

平成 29 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 2

今後の方向性 統合/終期設定

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

新規就農者の確保・育成を進めるために必要な事業です。

有効性 ＪＡが主体的に事業を実施しており、新規就農者を積極的に支援する体制づくりが進んでいます。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 6,087 15,728 0

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

平成29年度より東温市次世代ファーマーサポート事業に継続して新規就農者の支援を行ってましたが、事業の統合により令和3年度より担い手
農業者機械等導入支援事業として継続して推進していきます。
本事業を含め、総合的に新規就農者を支援する体制づくりが進めば、地域農業の担い手の確保がより進むと思います。

効率性 県・市・ＪＡが協調して事業を実施しており、円滑に事業が実施されています。

改　革
計　画

県・市・JAが協調して当事業を円滑に推進していきます。

今後の方向性 現状維持

本事業で支援した新規就農者の定着が進んでおり、着実に地域農業の担い手となりつつあります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

地域農業の持続・発展のため、将来の担い手となる新規就農者の確保・育成に向け、関係機関等と連携した事業推進に努めてくださ
い。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,771 4,984 0

0.124 774 0.124 775 0.000 0

計(Ａ) 5,313 14,953 0

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 3,542 9,969 0

地方債 0 0 0

最終目標

指標設定になじまない

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

２ 農産物の計画的な生産と生産性の向上促進

事業区分

事業の目的 新規就農者の確保・育成を図り、地域農業の担い手とするため。 根拠法令等 次世代ファーマーサポート事業費補助金交付要綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1131 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

令和2年度

次世代ファーマーサポート事業

新たな担い手対策に積極的に取組むＪＡ等に対し、新規就農者の
経営開始時に必要な農業用機械や施設の導入を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

事業実施計画承認申請

補助金交付申請

実績報告

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 1

令和 元 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 3

4 4 3 3

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

未整備森林の解消を進めるにあたり、制度の運用が不可欠です。

有効性 中予森林管理推進センターと協力し、森林経営管理制度関連事業を実施します。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 16,476 32,000 37,410

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）関連業務の遂行にかかる全体的な事務量等の見極めが必要です。

効率性
中予森林管理推進センターが設立され、事業実施の円滑化が図られます。また、基金積立により、今後森林整備が本格化するにあたり十分な財
源も確保されます。

改　革
計　画

中予森林管理推進センターと協力して、森林経営管理制度（新たな森林管理システム）を推進します。

今後の方向性 拡大・充実

中予森林管理推進センター設立の初年度ということもあり、モデル的に一部地区にて事業を実施しました。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

未整備森林の解消を目指し、中予森林管理推進センターと連携した森林経営管理制度の円滑な推進に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 14,610 30,132 31,206

一般財源 0 0 0

0.299 1,866 0.299 1,868 1.000 6,204

計(Ａ) 14,610 30,132 31,206

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

指標設定になじまない

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

６ 森林の保全・育成と総合的利活用

事業区分

事業の目的 未整備森林の解消を図るため。 根拠法令等 森林経営管理法

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1132 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

森林経営管理事業

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）を推進します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市まち・ひと・しごと創生総合戦略

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

中予森林管理推進センターの設立

森林環境譲与税基金への積立

意向調査及び一部集積計画の作成（モデル事業）

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

